
調査方法：20ｍラインインターセクション３反復                
 ススキ株数�           株の平均径(cm)              基部被度(％)�           平均草丈(cm) 
     13                     40                        26.2  　                 277.4 
             主な野草:ﾖﾓｷﾞ､ﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､ﾌｷ､ﾊﾙｶﾞﾔ　主な木本:ｲﾀﾁﾊｷﾞ､ﾀﾗﾉｷ､ｶﾜﾔﾅｷﾞ､ﾆﾜﾄｺ､ｸﾜ  
 
                   表２－９　県立農大休耕田のススキ生育概況(2000.12.4)   

　④住田第２牧場の休止草地
　この牧場の茅場発見には、全くランドサットデータのリモートセンシング解析が貢献した。
結果として、同手法による最有力茅場の確認・踏査の第１号となった。図２－６－１がその基に
なった解析画像写真である。ススキの存在を示す黒褐色格子が、現場踏査でススキ分布の実態と
一致することを確認した。図２－６は牧場の輪郭を入れた1/25,000地形図である。画像と地形図
を重ねると、ススキが高密度に生育している区域は、近年まで採草した平坦地（緑色）以外の斜面
の草地であることが理解できる。
　住田第２牧場は肉牛生産公社の中では最大の牧場である。総面積682haに201haの採草地を
持っている。ここの現場踏査はリモートセンシング解析終了を待ってのことであり、既に積雪期に
入った2000.11.19に行うこととなった。このため、茅場分布の全体像を把握することが困難で、
生育相の優劣別の茅場面積を正確には推計できかねたが、金ヶ崎牧場の規模に近い茅場の広がりが
見込まれた。
　表２－10 は解析画像に�で示した地点で行ったススキの生育概況である。20ｍラインにかかった
ススキ株数は平均22株で中庸度の数値であり、株の径、被度、草丈などの一連の数値も緩傾斜地の
環境に見合った、納得できる活力を示す数値と判断された。この茅場にもノイバラ、アカマツの
侵入（写真Ｆシリーズ参照）が始まっている。茅場に仕上げるためには、さしあたり木本類を
除去抑制する作業を始める必要がある。
       
                     
         　　　　         調査方法：20ｍラインインターセクション３反復                
 ススキ株数�            株の平均径(cm)             基部被度(％)�          平均草丈(cm) 
    22.3                    32.8                      36.7  　                213.0 

                    表２－10　住田第２牧場のススキ生育概況(2000.11.19)
　
２）現地概査で優良茅場から外れたフィールド

  ①玉山村日戸地域の茅場
　この茅場は姫神山(1,123.8m)の稜線が南に延びる尾根から、西側に下る広大な斜面に形成
（写真Ｆシリーズ参照）されている。この様子は盛岡市の北側からも、はっきりと遠望できる。
北上山系がつくる尾根から山裾にかけて広がる約400haのススキ型草原は東北地域でも有数な資源と
目されていた。ここは古くは放牧に利用されたが、1928年以降は放牧が中止され、早春の火入れを
続けながら採草（飼料用と茅葺き用）に使われてきたとされる(島田饒1957年)。しかし、近年は
採草利用もせずに、火入れだけが習慣として残ったと見られていた(須山ら1991年)が、ごく最近は
その火入れも完全に中止され、景観用のサクラが植えられている。　　
　図２－７－１は日戸茅場の解析画像である。茅場を示す色調の大きさからも、このススキ草原の
広がりを実感できる。須山はこのススキ型草地の周辺には、造成草地、カラマツ造林地、落葉広葉樹
二次林がモザイク状に分布するとしているが、茅場色調の間に入り組んだグリーン色調がこれに
あたると見られる。
　現地踏査は初冬に入った2000.12.11であった。このため、地上部の草本類はほぼ枯死しており、
強い季節風の吹きつけで倒伏もあったが、他の調査地に比べると、ここのススキの叢生状態が一段と
活力を失っているように観察された。表２－11は優良茅場と同じ手法で行った日戸地域のススキ
生育概況である。これを活力が中程度と判断された住田第２のそれらに比べると、株のサイズが
７割弱と小さく、ススキ株数を４割近く増やして、どうにか地上の被度を保っている。しかし活力の
欠乏は株の大きさ・草丈の不足、それに測定は省いたが桿数の減少に現れており、ススキ本来の
叢生(bunch)タイプが芝生(sod)タイプに落ち込んだように観察（写真Ｆシリーズ）された。    　
　


